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4.1 制御系の構成 
 従来の燃焼制御方法 1)では Fig.5(a)に示すように，長期

燃焼安定を目的として，炉内燃焼モデルに基づき，燃焼負

荷やごみ質を入力とした基準値演算 Fr を実施する。CO や

NOx の短期的な燃焼変動に対しては，主にボイラ蒸発量を

指標にしたファジィ制御 Fc1 により補正量を算出，基準値

へ積算して操作指令値としている。 
 放射温度計の計測値を適用するメリットは，短期的な燃

焼変動に対して，従来指標であるボイラ蒸発量よりも迅速

に検知できることである。そのため，以下の 2 種類の放射

温度計適用制御系を設計し，燃焼空気量，冷却空気量，乾

燥・燃焼火格子速度の操作端へ適用した。 
 一つ目は Fig.5(b)に示すように，従来制御系に放射温度

計の温度差分値を入力としたファジィ補正 Fc2 を追加する

構成である。燃焼状態変化を温度の上昇・下降という定性

的な傾向より迅速に検知，対処することで，制御性能向上

を狙う。 
 温度計測値に対しては，高応答性を維持しながらノイズ

の少ない信号を抽出するために，一次遅れフィルターを設

置した。また，温度差分の間隔についても調整を実施した。 
 二つ目は Fig.5(c)に示すように，従来のボイラ蒸発量に

基づく補正 Fc1 に代えて，放射温度計によるガス混合室温

度基準値に基づくファジィ補正 Fc3 を適用し，前述の放射

温度計の温度差分値を入力としたファジィ補正 Fc2 を追加

する構成である。ファジィ補正 Fc3 のガス混合室温度基準

値は，焼却負荷，ごみの発熱量，ガス混合室温度，ボイラ

蒸発量より所定時間ごとに算出，更新される。直接温度を

追従させる方式によって，ガス混合室温度の高度安定化を

狙う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.5 Block diagram of controller 
 
4.2 制御試験 1（温度差分補正） 
 従来の制御系（Fig.5(a)），および放射温度計による温

度差分補正を追加した制御系（Fig.5(b)），それぞれの 4
時間操業データを Fig.6 と Fig.7 に，炉内燃焼の安定度に

関する主要項目の比較を Table 2 に示す。両者の比較より，

次の放射温度計による温度差分補正による効果が確認で

きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fr Net calorific value (Hu) 

Refuse charge 
Steam flow rate 

Set value of 
steam flow rate 

Set value of actuators 

(a) 

FC1 

Fr Net calorific value (Hu) 
Refuse charge 

Steam flow rate 
Set value of 

steam flow rate 

Set value of actuaFC1 FC2 

Time differential value of 
temp. in gas mixing chamber (b) 

Fr 
Net calorific value (Hu) 

Refuse charge 
Temp. in gas mixing chamber 

Set value of 
temperature 

Set value of actuatFC3 FC2 

Time differential value of 
temp. in gas mixing chamber 



高感度センサーによる燃焼制御システム 

 –29– NKK 技報 No.176 (2002.3) 

(1) ガス混合室温度は平均値レベルで従来通りの高温を維

持しながら，ばらつき（標準偏差）が抑制されている。 
(2) 


